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３－1　入館者数

郷土博物館　月別入館者数と一日平均入館者数 　　　　　　    ※グラフ 1、2

*1　一日平均入館者数＝入館者数 ÷開館日数で算出

グラフ 1　郷土博物館　月別入館者数と累計入館者数

月 開館
日数 入館者数 内団体入館 一日平均

入館者数 *1
4 月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

23 日
28日
25日
18日
27日
26日
18日
27日
14日
24日
25日
18日
273日

1,711 人
2,664 人
2,411 人
1,886 人
2,628 人
2,557 人
2,804 人
3,409 人
1,615 人
2,843 人
3,169 人
2,092 人
29,789人

2 団体　44人
2団体　34人

11団体　551人
3団体　128人
4団体　113人
9団体　207人
15団体　276人
27団体　535人
12団体　227人
9団体　405人
20団体　448人
7団体　304人

121団体　3,272人

79.4 人
95.1 人
96.4 人
104.8 人
97.3 人
98.3 人
155.8 人
126.3 人
115.4 人
118.5 人
126.8 人
116.2 人
109.1 人
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30,000

入館者数月計 1,711 2,664 2,411 1,886 2,628 2,557 2,804 3,409 1,615 2,843 3,169 2,092
入館者数累計 1,711

28 25 18 27 26 18 27 14 24 25 18開館日数 23
4,375 6,786 8,672 11,300 13,857 16,661 20,070 21,685 24,528 27,697 29,789

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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月
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人
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者
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（
人
）

5,000 35,000
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グラフ 2　郷土博物館　一日平均入館者数

　
　グラフ 3　郷土博物館　平成 4年度～ 27年度　年間入館者数推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

年間入館者数

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

管
理
運
営

指
定
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営

20,057 16,758 16,884 27,687 21,903 21,868 18,270 17,602 16,180 15,733 13,684 13,212 13,007 13,652 11,497 22,642 23,977 24,168

H10
年度

H11
年度

H12
年度

H13
年度

H14
年度

H15
年度

H16
年度

H17
年度

H18
年度

H19
年度

H20
年度

H21
年度

H４
年度

H５
年度

H６
年度

H７
年度

H８
年度

H９
年度

年
間
入
館
者
数
（
人
）

H22
年度

28,583
年間開館日数 275 278 268 268 276 281 271 279 284 274 275 279 314 305 297 284 231 249 254

1日平均入館者数 72.9 60.3 63.0 103.3 79.4 77.8 67.4 63.1 57.0 57.4 49.8 47.4 41.4 44.8 38.7 79.7 103.8 97.1 112.5

H23
年度

29,868
273
109.4

H24
年度

29,753
269
110.6

H25
年度

31,328
264
118.7

H26
年度

32,164
273
117.8

H27
年度

29,789
273
109.1
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1日平均入館者数 79.4 95.1 96.4 104.8 97.3 98.3 155.8 126.3 115.4 118.5 126.8 116.2 109.1
開館日数 23 28 25 18 27 26 18 27 14 24 25 18 273
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月
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平
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（
人
）

120
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市民会館　月別貸部屋利用団体数と利用者数　　 市民会館　月別入館者数 *2
　　　　　　　　　　　　　　   ※グラフ 4　　　　　　　　　　　　　　　　    　 ※グラフ 5

*2　月別入館者数は市民会館玄関のカウンタ計測数であり、貸部屋利用者、見学者などを合わせたものである。

グラフ 4　市民会館　貸部屋利用団体数と利用者数
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0

利用者数 896 956 1,154 993 841 1,186 1,285 1,283 1,054 1,096 2,037 1,096
利用団体数 82 78 92 81 73 84 106 107 84 84 80 98

28 25 27 27 26 27 27 24 24 25 26開館日数 26

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月 開館
日数 利用団体数 利用者数 月 正面玄関

カウンタ数
内玄関
カウンタ数 計

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

26 日
28日
25日
27日
27日
26日
27日
27日
24日
24日
25日
26日
312日

82 団体
78団体
92団体
81団体
73団体
84団体
106団体
107団体
84団体
84団体
80団体
98団体

1,049団体

896 人
956人
1,154 人
993人
841人
1,186 人
1,285 人
1,283 人
1,054 人
1,096 人
2,037 人
1,096 人
13,877人

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

2,136 人
2,329 人
2,672 人
2,104 人
2,217 人
2,572 人
2,812 人
2,905 人
2,092 人
1,870 人
3,021 人
2,220 人
28,950人

1,216 人
1,247 人
1,237 人
1,497 人
1,380 人
1,504 人
1,640 人
1,038 人
1,407 人
1,101 人
1,225 人
1,257 人
15,749人

3,352 人
3,576 人
3,909 人
3,601 人
3,597 人
4,076 人
4,452 人
3,943 人
3,499 人
2,971 人
4,246 人
3,477 人
44,699人
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グラフ 5　市民会館　月別入館者数

グラフ 6　郷土博物館・市民会館　平成 19年度～ 27年度　年間入館者数推移

年間入館者数
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1,216 1,247 1,237 1,497 1,380 1,504 1,640 1,038 1,407 1,101 1,225 1,257
2,136 2,329 2,672 2,104 2,217 2,572 2,812 2,905 2,092 1,870 3,021 2,220

28 25 27 27 26 27 27 24 24 25 26開館日数 26
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入
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者
数
（
人
）
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３－２　受贈図書一覧 
＜浦幌町立博物館＞　年報　第 15号／紀要　第 15号
＜小樽市総合博物館＞　紀要　第 28号
＜市立函館博物館＞　研究紀要　第 25号
＜根室市歴史と自然の資料館＞　資料館たより　No.30／紀要　第27号
＜美幌博物館＞　すてきな昆虫たち
＜八戸市博物館＞　年報　第 32号／収蔵資料目録　歴史編　9／研究
紀要　第 29号
＜鹽竈神社＞　鹽竈神社の刀剣
＜米沢市上杉博物館＞　上杉家伝来絵図／年報　VOL.26、27／国持
大名上杉家／米沢藩　医家の系譜　堀内家文書を中心に
＜稲敷市立歴史民俗資料館＞　館報　第 9号／見て発見！古代の稲敷
＜小美玉市教育委員会＞　上郷遺跡　栗又四ヶ線道路改良工事に伴う埋
蔵文化財発掘調査報告書
＜小美玉市玉里史料館＞　館報　第 8号
＜かすみがうら市郷土資料館＞　竹内百太郎と伊東甲子太郎　つながる
ワタシたち／年報　第 1号
＜上高津貝塚ふるさと歴史の広場＞　年報　第 20号／上高津貝塚のこ
ろ　縄文後晩期　円熟の技と美
＜古河歴史博物館＞　年報　Vol.23 ／さくら・真室川・大野　歴史と
文化で結ばれたまち
＜さしま郷土館ミューズ＞　利根川に架けた悲願のプロジェクト　芽吹
大橋物語／飯沼新田物語　水との苦闘 300年　豊作を夢見た先人たち
＜下妻市ふるさと博物館＞　年報　第 12号
＜土浦市立博物館＞　次の世を読みとく　色川山中と幕末の常総　展示
図録／紀要　第 24、25号／年報　第 26、27号
＜取手市埋蔵文化財センター＞　よみがえる文化財と郷土の歩み／取手
の昭和時代　取手市誕生までの道のり
＜日立市郷土博物館＞　紀要　9
＜ミュージアムパーク茨城県自然博物館＞　地球再発見　いばらき自然
ものがたり／年報　第 21号
＜八千代町歴史民俗資料館＞　収蔵文書目録　第 9集
＜小山市立博物館＞　平和都市　小山とヒロシマに残された 70の資料
／小山歳時記～くらしと年中行事～／徳川家康公と小山
＜栃木県立しもつけ風土記の丘資料館＞　年報　第 28号
＜栃木県立なす風土記の丘資料館＞　年報　第 22号
＜栃木県立博物館＞　川のあるくらし　栃木の漁師の玉手箱／紀要　人
文　第 32号／佐貫洞穴遺跡第 2次発掘調査／年報　第 33号／発掘さ
れた日本列島 2015　地域展示　栃木の考古学を築いた人々
＜那須塩原市那須野が原博物館＞　近代を写実せよ。　三島通庸と高橋
由一の挑戦／紀要　第 11号
＜かみつけの里博物館＞　イノシシの考古学　豊穣の神か害獣か　縄文
から平安時代　人の動物観を考える／上野国分寺　瓦にこめられた祈り
　住谷コレクションを中心とした古代瓦
＜群馬県立歴史博物館＞　紀要　第 36号
＜みどり市立岩宿博物館＞　戦後 70年　戦時下の記憶とくらし／平成
26年度　年報
＜朝霞市博物館＞　朝霞歴史年表
＜伊奈町教育委員会＞　伊奈叢書　6　
＜春日部市教育委員会＞　旅の途中でひとやすみ　江戸時代の旅と粕壁宿
＜川口市遺跡調査会＞　木曽呂遺跡　特別高圧架空送電線鉄塔建替工事
に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　
＜川越市立博物館＞　古代入間郡の役所と道／妖怪　闇にひそむ不可思
議なるもの／小堀遠州と川越藩主　遠州と酒井忠勝の交流を中心に
＜行田市郷土博物館＞　館報　第 18号／忍の街道をゆく　中山道・館
林道・日光脇往還／収蔵資料目録　福田家文書目録／相撲　いにしえの
力士の姿
＜久喜市立郷土資料館＞　懐かしい道具たち　祭り・暮らし・米作りの道具
＜越谷市郷土研究会＞　古志賀谷　第 18号／ちょっと意外で、チョッ
ト楽しいホームタウン・越谷の歴史

＜埼玉県立川の博物館＞　紀要　15号／土ってなんだろう？
＜埼玉県立さきたま史跡の博物館＞　古墳の終焉と律令時代の幕開け　
7世紀、歴史が動く／紀要　第 8号／館報　第 10号
＜埼玉県立嵐山史跡の博物館＞　中世黎明　時代を変えた武士と民衆
＜埼玉県立歴史と民俗の博物館＞　紀要　第 9号／埼玉の夏祭り調査
概報Ⅲ　秩父・児玉／要覧　第 10 号／戦国図鑑　Cool　Basara　
Style ／慈光寺　国宝　法華経一品経を守り伝える古刹
＜さいたま市大宮盆栽美術館＞　年報　第 5号
＜さいたま市立博物館＞　人々の装い　明治から昭和初期のさいたま／
タイムカプセル　南鴻沼遺跡の成果から
＜サトエ記念美術博物館＞　生誕 130 年記念　斎藤与里展　巨匠が追
い求めた永遠なる理想郷
＜戸田市立図書館・郷土博物館＞　研究紀要　第 25号／博物館・自然
学習センターを活用した事例集　5／戦争と人々の暮らし　戦後 120
年・110年・70年
＜飯能市郷土館＞　館報　第 11号／研究紀要　第 7号
＜富士見市立資料館＞　縄文中期の大転換　松ノ木遺跡にみる土器の変
化プロセス／古老が描いた昔　喜太郎さんのスケッチブック
＜ふじみ野市立上福岡歴史民俗資料館＞　戦後のあゆみ　ふじみ野市誕
生までの軌跡
＜吉川市教育委員会＞　吉川市史　通史編 1
＜我孫子市教育委員会＞　楚人冠と世界一周旅行／杉村楚人冠と柳田國男
＜我孫子市史研究センター＞　我孫子市の地名と歴史　わが町の字誌
＜市川市＞　市史研究いちかわ　第 6号
＜伊能忠敬記念館＞　年報　第 16号
＜印西市教育委員会＞　印西の歴史　第 8号
＜浦安市郷土博物館＞　青べか物語　それぞれの想い
＜江戸川大学博物館学芸員資格取得養成課程＞　年報　Vol.6　
＜奥の細道を楽しむ会＞　松尾芭蕉集　2
＜上総掘りを記録する会＞　地下のめぐみと上総掘り 4　上総掘り記
録・史料集
＜香取市教育委員会＞　市内遺跡発掘調査報告書　9／西和田古墳群　
5号墳発掘調査報告書
＜金谷美術館＞　アートで見る南総里見八犬伝
＜鎌ヶ谷市郷土資料館＞　年報　第 27号／地区の歴史と文化財⑥　中
沢／市史研究　第 28号
＜君津市立久留里城址資料館＞　年報　35／石川徳治の集めた一世紀
　パンフレット
＜国立歴史民俗博物館＞　研究報告　第 189～ 195集／大ニセモノ博
覧会　贋造と模倣の文化史／ドイツと日本を結ぶもの　日独修好 150
年の歴史／要覧　平成 27年度／歴博　第 192号
＜古文書講読会　柏古文研＞　会誌第 2号　吉田家・御用留 53番 1　
天明 3卯年 8月 2日～ 12 月 3日／会誌第 3号　吉田家・御用留 53
番 2　天明 3卯年 12月 8日～天明 4辰年 7月 11日
＜佐倉市立美術館＞　佐倉学　浅井忠展／安井曾太郎の世界　人物画を
中心に
＜山武市歴史民俗資料館＞　郷土史料集　21
＜芝山町教育委員会＞　町内埋蔵文化財調査報告　第 4集　浅川山遺
跡　官並台 394-15 地点・五十石遺跡　空港南側農産物直売所建設事
業並びに町内道拡幅事業に伴う埋蔵文化財調査報告書／小池麻生遺跡　
2493地点
＜城西国際大学＞　Fibers & fragments Eva Vargo エヴァ･ヴァリエSelected 
works 1998-2014
＜城西国際大学水田美術館＞　年報　第 12号
＜市立市川考古博物館＞　館報　第 42号
＜市立市川自然博物館＞　年報No.25
＜市立市川歴史博物館＞　市制施行 80周年記念　松井天山の鳥瞰図と
市川市域／平成 25年度　館報
＜白井市教育委員会＞　文化財基礎調査報告書　第 8、9、10集
＜鈴木貫太郎記念館＞　戦後 70周年記念誌　貫太郎翁の想い出
＜袖ヶ浦市郷土博物館＞　市史研究　第 17号／水神下遺跡と奈良輪宿
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＜館山市立博物館＞　新地区展　Vol.3　北条　にぎわう安房の玄関口
／里見氏の遺産　関連事業　城下町資料調査報告書／里見氏の遺産・古
文書
＜千葉ウィスコンシン協会＞　平成 26年度　ウィスコンシン州友好使
節団受入報告書
＜千葉県教育庁教育振興部文化財課＞　船橋市中法伝貝塚・西之広遺跡
　都市計画道路西浦藤原町線事業埋蔵文化財調査報告書／館山市古茂口
城跡　一般県道館山大貫千倉線道路改良事業埋蔵文化財調査報告書／柏
市大割遺跡・農協前遺跡　縄文時代以降編
＜千葉県文書館＞　収蔵文書目録　第 28集／千葉県の文書館　第 20
号／皇室がふれた千葉 ×千葉がふれた皇室
＜千葉県無形民俗文化財連絡協議会＞　国指定重要無形民俗文化財　千
葉県指定無形民俗文化財　探訪まっぷ　ちばの祭り　芸能　くらしの技
＜千葉県立関宿城博物館＞　研究報告　第19号／里見氏の遺産・古文書
＜千葉県立中央博物館＞　豊饒の房総／甲冑とその時代　甲冑の様式を
中心に
＜千葉県立房総のむら＞　年報　29／千葉の鍛冶　鎌と鋏
＜千葉史学会＞　千葉史学　第 67号
＜千葉市教育委員会＞　埋蔵文化財調査　市内遺跡　報告書　平成 25
年度
＜千葉市立加曽利貝塚博物館＞　紀要　第 41号
＜千葉市立郷土博物館＞　学びと書籍　近世から近代へ移り変わる中で
／研究紀要　第 21号
＜つくばね社＞　市民による我孫子史研究　市史研究センター 40周年
記念誌
＜徒然草、方丈記を楽しむ会＞　方丈記　徒然草　正法眼蔵随聞記　歎
異抄
＜東京都成徳大学人文学部日本伝統文化学科房総地域文化研究プロジェ
クト＞　房総を学ぶ　8
＜東邦考古学研究会＞　東邦考古　第 39号
＜流山市立博物館＞　年報　№36／ふるさと流山のあゆみ／調査研究
報告書 30／年報　№37
＜流山市立博物館友の会＞　東葛流山研究　第 33号
＜成田山文化財団＞　年報　第 6号
＜日本サイエンスコミュニケーション協会＞　科学系博物館等における
サイエンスコミュニケーション活動実態調査 -その現状と今後 -
＜野田市教育委員会＞　平成 27年度　野田市教育要覧
＜野田市社会福祉協議会　点訳の会＞　ガイドブック　野田紀行　第
1、2巻
＜野田市日の出町自治会＞　日の出町 40周年記念誌
＜野田市文化団体協議会＞　文協要覧　2015
＜野田文学会＞　野田文学　第 2次　第 16号　通巻 55号
＜船橋市教育委員会生涯学習部文化課＞　市の文化財
＜船橋市郷土資料館＞　平成 25年度　年報
＜船橋市飛ノ台史跡公園博物館＞　紀要　第 12号
＜松戸史談会＞　松戸史談　第 55号
＜松戸市立博物館＞　市史　上巻　改訂版　原始・古代・中世／年報　
第 22号／松戸市平和祈念展
＜むらさきの里　野田ガイドの会＞　ガイド展記念写真アルバム
＜八千代市立郷土博物館＞　館報　No.21
＜横芝光町教育委員会＞　幻の青い皿　江戸後期志田窯の染付皿展
＜四街道市教育委員会＞　四街道の歴史　第 10号
＜和洋女子大学文化資料館・博物館学課程＞　国府台　19号
＜足立区地域のちから推進部＞　紀要　第 36号／浮世絵展　歌川派と
歌舞伎　勇壮なる役者絵の世界／スイーツランドあだち　東京東部のお
菓子づくり
＜板橋区教育委員会＞　いたばしの文化財　第 7集／年報　11／四葉
遺跡H地区第１地点発掘調査報告書／歴史民俗研究　第 12輯
＜板橋区立郷土資料館＞　年報　第 26、27号　紀要　第 20号／発掘
調査成果から見た板橋区の原始・古代・中世　1975 年（昭和 50）以降
の調査成果を中心に／こけし／武蔵千葉氏

＜お茶の水女子大学学芸員課程＞　博物館実習報告　第 30号
＜葛飾区郷土と天文の博物館＞　平成 26年度　地域史フォーラム／発
掘された古代の葛飾　柴又地区の集落
＜加藤建設株式会社　文化財調査部＞　大雲寺跡・墨田区No.18 遺跡
　墨田区業平 3丁目 2番・業平 5丁目 6番の開発事業に伴う埋蔵文化
財発掘調査報告書
＜共和開発株式会社＞　港区近世都市江戸関連遺跡発掘調査報告 57　
TM127　常陸下館藩石川家屋敷跡遺跡発掘調査報告書／中野区遠藤山
遺跡Ⅱ発掘調査報告書
＜クオリアート＞　古代縄文のロマン
＜國學院大學学術資料センター＞　研究報告　第 31輯
＜國學院大學博物館学研究室＞　紀要　第 39輯／院友学芸員　NO.8
＜国分株式会社＞　国分 300年史
＜実教出版株式会社＞　食品製造
＜実践女子大学博物館学課程＞　MUSEOLOGY　No.34
＜品川区立品川歴史館＞　開館 30周年記念　東海道品川宿
＜渋沢史料館＞　近代紡績のススメ　渋沢栄一と東洋紡／年報　2012
年度／徳川慶喜公伝と渋沢栄一／館報　2009～ 2011 年度／開館 30
周年記念　渋沢栄一再発見！　渋沢史料館のあゆみと名品／私ヲ去リ、
公ニ就ク　渋沢栄一と銀行業
＜ジャパンライフデザインシステムズ＞　糀ことはじめ　365 日、醸
す暮らし
＜首都大学東京考古学研究室＞　人類誌集　2015-4
＜昭和館＞　戦後 70年よみがえる日本の姿　オーストラリア戦争記念
館　所蔵写真展／館報　第 16号／昭和のくらし研究　第 13号
＜昭和女子大学光葉博物館＞　東欧の広場／日本の郷土玩具　2　土
＜杉並区教育委員会事務局生涯学習推進課＞　杉並にあった映画館／紀
要　第 22号／常設展示図録
＜杉並区立郷土博物館＞　"夢の配達人 " 森村桂／中西悟堂生誕 120年
　野鳥の父、中西悟堂をめぐる人々
＜浅草寺＞　佛教文化講座　第 59集
＜大正大学博物館学芸員課程＞　年報　第 19号
＜台東区教育委員会＞　文化財調査報告書　第 52集
＜たばこと塩の博物館＞　年報　30号／リニューアルオープン記念　
浮世絵と喫煙具　世界に誇るジャパンアート／常設展示ガイドブック
＜調布市郷土博物館＞　ろくろからコマ　木地挽物と伝統こけし
＜東京家政学院生活文化博物館＞　うっとり…レース　一本の糸からつ
くる美空間
＜東京家政大学博物館＞　紀要　第 20集
＜東京都江戸東京博物館＞　調査報告書　第 29集／紀要　第 5号
＜東京都北区教育委員会＞　梨本宮妃絵はがきコレクション　日仏絵はがきに
描かれた近代の表象／飛鳥山博物館研究報告　第17号／都電残照’67　あるカ
メラマンが見届けた都電ラストラン
＜東京都三多摩公立博物館協議会＞　ミュージアム多摩　№36
＜東京都台東区教育委員会＞　文化財調査報告書　第51集　浅草寺絵馬扁額
調査報告書　浅草寺の絵馬と扁額／台東区の文化財　第14集
＜東京農業大学「食と農」の博物館＞　年報　2010、2011、2012、2013
＜利根川文化研究会＞　文化研究　38
＜日貿出版社＞　馬驍水墨画会　現代水墨作家　作品集
＜日本塩業研究会＞　第34集　日本塩業の研究　
＜日本考古学会＞　考古學雑誌　第98巻　第2号
＜日本博物館協会＞　安定化処理　大津波被災文化財保存修復技術連携プロ
ジェクト
＜日本ユネスコ協会連盟＞　世界遺産年報2016　No.21　
＜練馬区立石神井公園ふるさと文化館＞　蟬類博物館　昆虫黄金期を築いた天
才・加藤正世博士の世界
＜パルテノン多摩／多摩市文化振興財団＞　くらしの調査団　民俗調査報告書
第3集　一ノ宮と水のあるくらし／資料叢書　第6集　多摩火工廠　勤労働員
日記　昭和19～21年／アニメーションと多摩
＜府中市郷土の森博物館＞　紀要　第28号
＜文京ふるさと歴史館＞　ぶんきょうの樹木　いま・むかし／復興への想い　
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　生きよ！もっと強く／年報　第 18号
＜法政大学キャリアデザイン学部＞　日本の博物館総合調査研究　平成
25～ 27年度
＜法政大学資格課程＞　学芸員課程設立 50周年記念シンポジウム　大
学における学芸員養成を展望する　新カリキュラムの実践と検証を踏ま
えて／年報　Vol.4
＜港区教育委員会＞　埋蔵文化財調査年報　12／区内近世都市江戸関
連遺跡発掘調査報告　TN9　長門萩藩毛利家屋敷跡遺跡発掘調査報告
書／区内近世寺院跡遺跡調査報告書　不時発見寺院跡遺跡の発掘調査
＜港区立港郷土資料館＞　研究紀要　17
＜Museum 2015 実行委員会　全日本博物館学会＞　Museum 
2015 Proceedings Museum 2015 要旨集
＜武蔵大学学芸員課程＞　学芸員課程報告書　第 26号
＜明治大学＞　研究報告書 1　和泉校地遺跡Ⅱ　第 2地点の発掘調査
　2003年度和泉メディア棟建設予定地における埋蔵文化財発掘調査報
告／調査報告書 2　富士見町遺跡Ⅰ　第 1地点の発掘調査　2003年度
西調布合同合宿所建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書／調査報告 3　
下原・富士見町遺跡Ⅰ　近世～近・現代の発掘調査　2004～ 07年度
付属高等学校・中学校新校舎建設予定地における埋蔵文化財発掘調査報
告／調査報告書 4　下原・富士見町遺跡Ⅱ　縄文時代の発掘調査　
2004～ 07年度付属高等学校・中学校建設予定地における埋蔵文化財
発掘調査報告／年報　6、7、8
＜明治大学学芸員養成課程＞　Museoligist　30／Museum Study　26
＜明治大学校地内遺跡調査団＞　調査報告書 7　下原・富士見町遺跡Ⅲ
　後期旧石器時代の発掘調査 3　出土石器　2004～ 07年度付属高等
学校・中学校新校舎建設予定地における埋蔵文化財発掘調査報告書
＜明治大学博物館＞　年報　2014年度
＜明治大学文学部＞　アンケート調査に基づく歴史系地域博物館展示・
設備の実践的研究　平成 24年度～平成 26年度文部科学省科学研究費
補助金　基盤研究Ｃ　研究成果報告書
＜目黒寄生虫館＞　むしはむしでもはらのむし通信　第 195号　
＜洋泉社＞　別冊歴史REAL　江戸の食　大図鑑
＜吉川弘文館＞　日本の味　醤油の歴史
＜立教大学学校・社会教育講座＞　MOUSEION　№60
＜立正大学文学部博物館学芸員課程＞　年報　第 17号
＜神奈川県博物館協会＞　博物館の未来をさぐる
＜神奈川大学＞　民具マンスリー　第 47巻 8号、第 48巻 6、8号
＜鎌倉文化研究会＞　鎌倉　第 119号
＜国土交通省　関東地方整備局　東京湾口航路事務所＞　富津市富津第
二海堡跡調査報告書
＜首都圏形成史研究会＞　年報　第 4号
＜日本郵船歴史博物館＞　近藤康平ー社長の肖像
＜平塚市博物館＞　年報　第 38号／研究報告　自然と文化　第 38号
＜横須賀市自然・人文博物館＞　研究報告 自然科学　第 62 号／研究
報告　人文科学　第 59、60号／資料集　第 39号／館報　第 62号
＜横浜市歴史博物館＞　調査研究報告　第 11号／資料目録　第 23集
／紀要　第 19号／古代の仏教　博物館収集資料を中心に／文化庁　地
域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業　平成 26年度　学
校内歴史資料室を活用した博物館デビュー支援事業　年報／蒔田の吉良
氏　戦国まぼろしの蒔田城と姫君／大おにぎり展　出土資料からみた穀
物の歴史／君も今日から考古学者 ! ／鶴見川流域の狛犬百態／鶴見川流
域のくらし　生業・水運・信仰／歩いた・見た・調べた　民俗に親しむ
会　鶴見川流域フィールドワーク調査報告
＜長岡市立科学博物館＞　NKH　館報　No.99 ／研究報告　第 50号
＜新潟県立歴史博物館＞　研究紀要　第16号　Bulletin of the Niigata 
Prefectural Museum of History Vol.16　March 2015
＜北杜市考古資料館＞　梅之木遺跡展　茅ヶ岳の縄文文化　ほくと、
もっと知りたい！！BOOKLET　17
＜飯田市美術博物館＞　飯田お練り祭り本屋台　調査報告書／信州の祈
りと美　善光寺から白隠、春草まで
＜辰野美術館＞　日本刀　阿久の美　匠が伝えた技と輝き／創造の王国

　障害者の表現活動を支援する事業実践報告書
＜長野市立博物館＞　生きること・伝えること　大震災とわたしたち／
収蔵資料目録　民俗　2／紀要　第 16号　人文系
＜松代文化施設等管理事務所＞　こども　松代みて歩き　松代城／松代
　28号／真田宝物館収蔵品目録　近山家旧蔵佐久間象山関係資料
＜松本市立博物館＞　年報　2013／博物館がみつめる松本　収蔵品か
らよみがえる記憶
＜さかだちブックス＞　百科　創刊号
＜みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム＞　年報　Vol.15 ／
活用の手引き・活用実践集　平成 26年度版／紀要　第 14集
＜静岡市立芹沢銈介美術館＞　芹沢銈介の収集　1　やきもの　西アジ
アとヨーロッパ／芹沢銈介の収集 　2　 朝鮮民画／芹沢銈介の作品
＜静岡市立登呂博物館＞　館報　20
＜島田市博物館＞　島田と太平洋戦争　明日へと語り継ぐ願い
＜沼津市歴史民俗資料館＞　資料集　28／紀要　39
＜安城市歴史博物館＞　アッパレ！　宮大工　安城の社寺建築を知る／
三河真宗の名刹　本證寺／わたしの見た戦争　戦時下の子どもたち／年
報　第 24号／台地を拓く都築弥厚の夢
＜新城市鳳来寺山自然科学博物館＞　館報　第 44号
＜田原市教育委員会＞　埋蔵文化財調査報告書　第 8、9集／文化財ガ
イド　４、５
＜田原市博物館＞　帰ってきた国指定重要文化財　渡辺崋山筆千山万水
図　初公開　奈良岩雄氏寄贈資料／戦後 70年　渥美半島と戦争／研究
紀要　第 7号／田原の文化　第 41号
＜南山大学人類学博物館＞　紀要　第 33号
＜半田市立博物館＞　平成 25年度　年報・紀要
＜栗東歴史民俗博物館＞　紀要　第 21号
＜亀岡市文化資料館＞　ふるさと亀岡の道
＜立命館大学国際平和ミュージアム＞　紀要　第 16号
＜大阪市立自然史博物館＞　ミニガイド　No.26 ／恐竜戦国時代の覇
者！トリケラトプス　知られざる大陸ララミディアでの攻防／館報　
39／ネコと見つける都市の自然　解説書
＜緒方洪庵記念財団　除痘館記念資料室＞　緒方洪庵の除痘館記録を読
み解く
＜柏原市立歴史資料館＞　木簡紀行　安堂遺跡の木簡／亀の瀬の歴史　
大和・河内をつなぐ道／館報　27／古文書調査報告書　第 10集
＜かんさい・大学ミュージアムネットワーク連携実行委員会＞　関西に
おける文化遺産の継承　実施報告書／菅楯彦作品における大阪祭礼行事
の調査報告
＜関西大学博物館＞　紀要　第 21号／大学の扉を開く
＜高槻市立自然博物館＞　アメンボとその仲間たち／芥川・ひとと魚に
やさしい川づくり 10年　地域のネットワークとあくあぴあ芥川
＜八尾市立歴史民俗資料館＞　大坂夏の陣 400 年記念　八尾地蔵常光
寺／館報　平成 26年度　研究紀要　第 26号
＜神戸新聞社＞　写楽と豊国　役者絵と美人画の流れ
＜播磨町郷土資料館＞　館報　26
＜元興寺文化財研究所＞　研究報告　2014
＜奈良県立民俗博物館＞　玄関ホール写真展　私がとらえた　大和の民俗食
＜石見銀山世界遺産センター＞　2013　年報
＜津山郷土博物館＞　学芸員が作った津山城の本／年報　平成 26年度
／佐平焼　結晶釉の美と特産品創出
＜下関市立考古博物館＞　青銅器と弥生人のまつり　祭具からみた祭り
のすがた／年報　19、20／開館 20周年記念　綾羅木郷遺跡とその時
代　環濠集落　事始め／研究紀要　第 19号
＜徳島市立徳島城博物館＞　異界と幻想の美術　美術のなかの不思議な
ものたち／ひな人形の世界　12／飯原一夫絵画展　追憶の昭和徳島　
戦争の惨禍と戦後復興／浄瑠璃本の阿波淡路／中国国分／四国国分　秀
吉の天下取りと智将・蜂須賀正勝／年報　第 23号
＜徳島市立徳島城博物館・大阪大学総合学術博物館＞　藍と薬のめぐり
あい　和漢薬敬震丹と阿波・大坂
＜福岡県立美術館・目黒区美術館・足利市立美術館・九州芸文館美術展
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実行委員会・TNCテレビ西日本・東京美術＞　高島野十郎　光と闇、
魂の軌跡
＜福岡市経済観光文化局埋蔵文化財センター＞　年報　第 33号
＜熊本博物館＞　館報　N0.27

＜個人＞発行者以外が寄贈者の場合、（　）に記した
（鎌形慎太郎）『地域文化遺産の再生に関する総合的研究一　千葉県香取
市佐原　紀の国屋大蔵の保存と活用』／（佐藤正三郎）和菓子　第 22号
　特集　地域資料に見る菓子／丹治健蔵『天狗党の乱と渡船場栗橋関所
の通行査検』『近世関東の水運と商品取引　続　利根川・江戸川流域を中
心に』／（茂田井宏）『日本全国ゆるゆる神社の旅』
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３－３　施設の概要

《野田市郷土博物館》
○所在地　　　　　　　　野田市野田 370 番地の 8
○施設概要
　①敷地面積　　　　　　5,057.21 ㎡（含野田市市民会館敷地）
　　　　　　　　　　　　　※その他隣接地（野田市野田 383 番地の 6）に駐車場 970.28 ㎡有り
　②建物の構造　　　　　鉄筋コンクリート 2階建
　③延床面積　　　　　　379 ㎡
　④その他付属建物　　　事務室（軽量鉄骨 2階建 33㎡）、学芸員室（木造瓦葺平屋 45㎡）、
　　　　　　　　　　　　屋外便所（木造瓦葺平屋 25㎡）、資料保管倉庫（木造瓦葺平屋 99㎡）
　⑤別施設　　　　　　　上花輪資料保管庫（軽量鉄骨 2階建 216 ㎡）
　　　　　　　　　　　　　※所在地　野田市野田 849 番地
　⑥所蔵資料点数　　　　23,072 点（平成 28年 3月現在）
　⑦資料台帳登録件数　　9,074 件

《野田市市民会館》
○所在地　　　　　　　　野田市野田 370 番地の 8
○施設概要
　①建物の構造　　　　　木造瓦葺平屋
　②延床面積　　　　　　618 ㎡
　③主要施設　　　　　　和室 10畳 2室、和室 8畳 4室、和室 6畳 2室、和室 4畳半 1室、
　　　　　　　　　　　　和室 4畳 1室、板の間約 16畳 1室他
　④その他付属建物　　　茶室 26.19 ㎡（松樹庵）
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３－４　条例・規則等

　　○野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
平成18年 12月 25日
野田市条例第48号

　野田市郷土博物館設置条例 ( 昭和 33年野田市条例第 13号 ) の全部
を改正する。
　（設置）
第 1条　本市は、市民が自ら行う郷土の歴史、文化等の学習及び調査
　研究を支援するとともに、生涯学習のための市民相互の交流の場を創
　出し、もって市民の教養、学術及び文化の向上に寄与することを目的
　として、博物館法（昭和 26年法律第 285 号）の規定に基づき、野田
　市郷土博物館（以下「博物館」という。）を設置する。
　（位置）
第2条　博物館の位置は、野田市野田 370番地の 8とする。
　（開館時間等）
第3条　博物館の開館時間及び休館日は、教育委員会規則で定める。
　（事業）
第4条　博物館においては、次に掲げる事業を行う。
　（1）　歴史、文化等に係る調査研究、資料の整備及び情報の市民に対
　　　する提供を行うこと。
　（2）　歴史、文化等に係る資料の展示を行うこと。
　（3）　観察会、講習会その他の生涯学習のための市民相互の交流を促
　　　進する事業を行うこと。
　（4）　自主的な調査又は研究を行う団体の育成を図ること。
　（5）　その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を行う
　　　こと。
（指定管理者の業務）
第 5 条　次に掲げる博物館の管理に関する業務は、地方自治法（昭和
　22年法律第67号）第244条の2第3項の規定により、指定管理者（同
　項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。
　（1）　博物館の利用に関する業務
　（2）　前条に掲げる事業に関する業務
　（3）　博物館の施設及び設備の維持管理に関する業務
　（4）　その他教育委員会が定める業務
　（平 21条例 8・一部改正）
第6条から第8条まで　削除
　（平 21条例 8）
　（利用の制限）
第 9条　指定管理者は、博物館の管理上支障があると認められるとき
　は、博物館及びその保管する歴史、文化等に係る資料の利用を制限す
　ることができる。
　（利用料金等）
第 10条　博物館の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）は、無料
　とする。ただし、指定管理者が期間を定めて特別な展示を行う場合で
　教育委員会が必要と認めたときは、博物館に入館しようとする者は、
　利用料金を指定管理者に納付しなければならない。
2　利用料金は、指定管理者の収入とする。
3　利用料金の額は、500円の範囲内において、指定管理者が教育委員
　会の承認を得て定めるものとする。
4　教育委員会は、前項の承認をしたときは、その旨及び利用料金の額
　を告示するものとする。
　（委任）
第11条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この条例は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市郷土博物館の設置及び管理に関する
　条例（以下この項において「新条例」という。）第 5条第 2項から第 4項

　まで及び第 8条の規定による指定管理者の指定に関し必要な手続そ
　の他の行為は、この条例の施行前においても、新条例の例によりする
　ことができる。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市条例第 8号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行前に第 1条から第 14条までの規定による改正前の
　それぞれの条例の規定によってした処分、手続その他の行為であっ
　て、野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成
　21年野田市条例第 7号。以下この項において「指定管理者条例」とい
　う。）の規定に相当の規定があるものは、指定管理者条例の相当の規定
　によってしたものとみなす。
3　この条例の施行の際現に指定管理者の指定を受けているものに対す
　る業務報告の聴取については、なお従前の例による。

　　○野田市市民会館の設置及び管理に関する条例
平成18年 12月 25日
野田市条例第47号

　野田市市民会館条例（昭和31年野田市条例第19号）の全部を改正する。
　（設置）
第1条　本市は、豊かな人間性の育成及び市民文化の高揚を図るため、
　市民相互の交流と伝統文化等の学習の場を創出し、もって市民の教養
　及び文化の向上に寄与することを目的として、野田市市民会館（以下
　「市民会館」という。）を設置する。
　（位置）
第2条　市民会館の位置は、野田市野田 370番地の 8とする。
　（管理）
第 3条　市民会館の管理は、市長と教育委員会との協議に基づく委任
　により教育委員会が行う。
　（開館時間等）
第4条　市民会館の開館時間及び休館日は、教育委員会規則で定める。
　（事業）
第5条　市民会館においては、次に掲げる事業を行う。
　（1）　講習会その他の市民相互の交流を促進する事業を行うこと。
　（2）　伝統文化の伝承のための事業及び体験学習を行うこと。
　（3）　その他市民会館の設置の目的を達成するために必要な事業を行
　　　うこと。
　（指定管理者の業務）
第6条　次に掲げる市民会館の管理に関する業務は、地方自治法（昭和
　22年法律第67号）第244条の2第3項の規定により、指定管理者（同
　項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。
　（1）　市民会館の利用に関する業務
　（2）　前条に掲げる事業に関する業務
　（3）　市民会館の施設及び設備の維持管理に関する業務
　（4）　その他教育委員会が定める業務
　（平 21条例 8・一部改正）
第7条から第9条まで　削除
　（平 21条例 8）
　（利用の許可）
第10条　市民会館を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の
　許可を受けなければならない。利用の許可に係る事項を変更しようと
　するときも同様とする。
2　指定管理者は、前項の許可をする場合には、市民会館の管理上必要
　な条件を付することができる。
　（利用の制限）
第11条　指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する場合には、市
　民会館の利用の許可を取り消し、又は許可しないことができる。
　（1）　公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認め
　　　られるとき。
　（2）　市民会館の設置目的に反すると認められるとき。
　（3）　その他市民会館の管理上支障があると認められるとき。
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　（利用料金等）
第12条　第 10条第 1項の規定により市民会館の利用の許可を受けた
　者（以下「利用者」という。）は、直ちに施設の利用に係る料金（以下「利
　用料金」という。）を指定管理者に納付しなければならない。
2　利用料金は、指定管理者の収入とする。
3　利用料金の額は、別表に定める額の範囲内において、指定管理者が
　教育委員会の承認を得て定めるものとする。
4　教育委員会は、前項の承認をしたときは、その旨及び利用料金の額
　を告示するものとする。
　（利用料金の減免）
第13条　指定管理者は、教育委員会規則で定める基準により、利用料
　金を減免することができる。
　（利用料金の還付）
第14条　既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者が特別
　の理由があると認めたときは、この限りでない。
　（原状回復の義務）
第15条　利用者は、施設等の利用が終わったときは、直ちにこれを原
　状に復さなければならない。
2　利用者が前項に規定する義務を履行しないときは、指定管理者がこ
　れを執行し、これに要した費用は利用者の負担とする。
　（広告及び販売行為等の禁止）
第16条　利用者は、市民会館の施設等において広告の掲示、物品の販
　売、入場料又は観覧料の徴収その他これに類する行為をしてはならな
　い。ただし、教育委員会が必要と認めた場合は、この限りでない。
　（委任）
第17条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この条例は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市市民会館の設置及び管理に関する条
　例（以下この項において「新条例」という。）第 6条第 2項から第 4項ま
　で及び第 9条の規定による指定管理者の指定に関し必要な手続その
　他の行為は、この条例の施行前においても、新条例の例によりするこ
　とができる。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市条例第 8号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行前に第 1条から第 14条までの規定による改正前の
　それぞれの条例の規定によってした処分、手続その他の行為であっ
　て、野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成
　21年野田市条例第 7号。以下この項において「指定管理者条例」とい
　う。）の規定に相当の規定があるものは、指定管理者条例の相当の規定
　によってしたものとみなす。
3　この条例の施行の際現に指定管理者の指定を受けているものに対す
　る業務報告の聴取については、なお従前の例による。
　　　　附　則（平成 21年 9月 30日野田市条例第 29号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 22年 1月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、平成 21年 11月 1日から施行する。
　（準備行為）
2　この条例による改正後の野田市市民会館の設置及び管理に関する条
　例第 12条の規定による野田市市民会館の利用料金等に関し必要な手
　続その他の行為は、同条の規定の例により、この条例の施行前におい
　ても行うことができる。
　　　　附　則（平成 25年 12月 27日野田市条例第 40号抄）
　（施行期日）
1　この条例は、平成 26年 4月 1日から施行する。
　（経過措置）
2　この条例の施行の日 ( 以下「施行日」という。) 前にこの条例による改
　正前の次に掲げる条例の規定によりなされた許可に係る使用料及び利
　用料金については、なお従前の例による。

　(1) から (7) まで　略
　(8)　野田市市民会館の設置及び管理に関する条例
別表（第 12条第 3項）
　　　　（平 21条例 29・平 25条例 40・一部改正）

　備考　市内に住所を有しない利用者に係る利用料金の額は、上記の表
　　に定める額の 2倍の額とする。

　　○野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例施行規則
平成18年 12月 28日

野田市教育委員会規則第19号

　野田市郷土博物館規則（昭和 34年野田市教育委員会規則第 1号）の全
部を改正する。
　（趣旨）
第 1条　この規則は、野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
　（平成 18年野田市条例第 48号。以下「条例」という。）の施行に関し必
　要な事項を定めるものとする。
　（開館時間）
第2条　野田市郷土博物館（以下「博物館」という。）の開館時間は、午前
　9時から午後 5時までとする。ただし、あらかじめ指定管理者が教育
　長の承認を得たときは、これを変更することができる。
　（休館日）
第3条　博物館の休館日は、次のとおりとする。ただし、あらかじめ指
　定管理者が教育長の承認を得たときは、臨時に休館し、又は開館する
　ことができる。
　（1）　火曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第
　　　178号）に規定する休日に当たるときを除く。）
　（2)　12月 29日から翌年の 1月 3日までの日
　（平 19教委規則 16・一部改正）
　（館外利用）
第 4条　指定管理者は、別に定めるところによりその保管する資料を
　学校その他の教育機関等が利用する場合は、館外において利用させる
　ことができる。
2　前項の規定にかかわらず、教育長が指定する資料は、館外において
　利用することができない。
　（資料の寄贈）
第5条　教育長は、資料の寄贈を受けることができる。
2　資料を寄贈しようとする者は、野田市郷土博物館寄贈申込書（別記
　第 1号様式）を教育長に提出し、その承諾を受けなければならない。
3　教育長は、前項の承諾をしたときは、資料と引き換えに受領書（別
　記第 2号様式）を交付するものとする。
　（資料の寄託）
第6条　教育長は、資料の寄託を受けることができる。
2　資料を寄託しようとする者は、野田市郷土博物館寄託申込書（別記
　第 3号様式）を教育長に提出し、その承諾を受けなければならない。
3　教育長は、前項の承諾をしたときは、資料と引き換えに受託書（別
　記第 4号様式）を交付するものとする。

室名等＼区分 午前9時から午後5時
まで1時間につき

午後5時から午後9時
まで1時間につき

松の間

竹の間

梅の間

柳の間

楓の間

藤の間

桃の間

月の間

雪の間

菊の間

松樹庵（茶室）

200 円

170 円

130 円

60 円

100 円

100 円

60 円

170 円

100 円

170 円

340 円

230 円

170 円

130 円

170 円

170 円

100 円

230 円

170 円

230 円

690 円
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4　寄託は、無償とする。
5　指定管理者は、第 1項の規定により寄託を受けた資料を博物館所蔵
　の資料と同一の注意をもって管理しなければならない。
6　寄託された資料が災害その他避けられない事故により損害を生じた
　ときは、教育長及び指定管理者はその責めを負わない。
　（費用）
第 7条　教育長は、資料の寄贈若しくは寄託を受けるため、又は寄託
　を受けた資料を返還するために要する費用の全部又は一部を負担する
　ことができる。
　（一時的な借用）
第 8条　指定管理者は、展示その他博物館の運営上必要があると認め
　たときは、あらかじめ教育長の承認を得て、博物館以外が保管する資
　料を一時的に借用することができる。
　（利用者の遵守事項）
第9条　利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。
　（1）　施設を損傷し、又は汚損しないこと。
　（2）　指定管理者の許可なく資料に触れないこと。
　（3）　騒音若しくは怒声を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及
　　　ぼす行為をしないこと。
　（4）　前 3号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反する行為を
　　　しないこと。
第10条　削除
　（平 21教委規則 2）
　（指定申請書等）
第11条　野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
　（平成 21年野田市条例第 7号。以下「手続条例」という。）第 3条の申
　請書は、野田市郷土博物館指定管理者指定申請書（別記第 5号様式）
　とする。
2　手続条例第 3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおり
　とする。
　（1）　定款、規約その他これらに類する書類
　（2）　法人にあっては、当該法人の登記事項証明書
　（3）　当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報
　　　告書
　（4）　当該施設の管理に関する業務の収支予算書
　（5）　その他教育委員会が必要と認める書類
　（平 20教委規則 6・平 21教委規則 2・一部改正）
　（選定等の通知）
第 12条　教育委員会は、手続条例第 4条の規定による審査をしたと
　きは、その結果を野田市郷土博物館指定管理者選定結果通知書（別記
　第 6号様式）により通知するものとする。
2　教育委員会は、手続条例第 5条の規定により指定管理者を指定した
　ときは、野田市郷土博物館指定管理者指定通知書（別記第 7号様式）
　により通知するものとする。
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（業務報告書の記載事項）
第13条　手続条例第 10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載
　しなければならない。
　（1）　博物館の管理の実施状況及び利用状況
　（2）　博物館の管理に係る経費の収支状況
　（3）　前2号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認めた事項
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（委任）
第14条　この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。
　　　　附　則
　（施行期日）
1　この規則は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この規則の施行前にお
　　いても、第10条から第12条までの規定の例によりするものとする。
　（野田市郷土博物館協議会運営規則及び野田市郷土博物館の職員の職
　名に関する規則の廃止）
3　次に掲げる規則は、廃止する。

　（1）　野田市郷土博物館協議会運営規則（昭和 34年野田市教育委員会
　　　規則第 2号）
　（2）　野田市郷土博物館の職員の職名に関する規則（平成元年野田市
　　　教育委員会規則第 13号）
　　　　附　則（平成19年12月28日野田市教育委員会規則第16号）
　この規則は、平成 20年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 20年 10月 1日野田市教育委員会規則第 6号）
　この規則は、平成 20年 12月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市教育委員会規則第 2号）
　この規則は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 23年 5月 26日野田市教育委員会規則第 6号抄）
　（施行期日）
1　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）
2　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の旧教育委員会
　規則の様式の用紙については、当分の間、これを取り繕って使用する
　ことができる。
　　　　附　則 ( 平成 28年 3月 31日野田市教育委員会規則第 7号 )
　　この規則は、平成 28年 4月 1日から施行する。

　　○野田市市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則
平成18年 12月 28日

野田市教育委員会規則第20号

　（趣旨）
第1条　この規則は、野田市市民会館の設置及び管理に関する条例（平
　成 18年野田市条例第 47号。以下「条例」という。）の施行に関し必要
　な事項を定めるものとする。
　（開館時間）
第2条　野田市市民会館（以下「市民会館」という。）の開館時間は、午前
　9時から午後 9時までとする。ただし、あらかじめ指定管理者が教育
　長の承認を得たときは、これを変更することができる。
　（休館日）
第3条　市民会館の休館日は、次のとおりとする。ただし、あらかじめ
　指定管理者が教育長の承認を得たときは、臨時に休館し、又は開館す
　ることができる。
　（1）　火曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第　
　　　178号）に規定する休日に当たるときを除く。）
　（2）　12月 29日から翌年の 1月 3日までの日
　（平 19教委規則 16・一部改正）
　（利用の手続）
第4条　市民会館を利用しようとする者（以下「利用希望者」という。）は、
　野田市市民会館利用申請書（別記第 1号様式）を指定管理者に提出し、
　許可を受けなければならない。
2　前項の規定にかかわらず、利用希望者は、電話その他の方法により、
　指定管理者に次に掲げる事項を明らかにして利用の予約をすることが
　できる。
　（1）　利用する室名等
　（2）　利用する日時
　（3）　利用する目的
　（4）　利用する人数
　（5）　利用する備品、器具等
　（6）　前 5号に掲げるもののほか、必要な事項
3　前項の規定により予約をした者は、第 1項の申請書を提出したもの
　とみなす。
4　利用希望者は、利用しようとする日の 2月前から第 1項の申請書を
　提出し、又は第 2項の予約をすることができる。ただし、指定管理者
　が必要と認めるときは、この限りでない。
　（利用の許可）
第 5条　指定管理者は、市民会館の利用を許可したときは、野田市市
　民会館利用許可書兼領収書（別記第 2号様式）を利用料金と引き換え
　に利用希望者に交付するものとする。
　（利用の変更等）
第 6条　利用希望者は、市民会館の利用の内容を変更し、又は取りや
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　めようとするときは、あらかじめ指定管理者に届け出なければならな
　い。
　（利用料金の減免）
第7条　条例第 13条の規定による減免を受けようとする者は、野田市
　市民会館利用料金減免申請書（別記第 3号様式）を指定管理者に提出
　しなければならない。
　（減免の基準）
第8条　条例第 13条に規定する教育委員会規則で定める基準は、次の
　とおりとする。
　（1）　官公署が主催する諸行事及び会議等に利用する場合は、利用料
　　　金を免除する。
　（2）　前号に掲げるもののほか、指定管理者が利用料金を減免する必
　　　要があると認めるときは、教育長の承認を得てその都度定める額
　　　を減免することができる。
　（利用者の遵守事項）
第9条　利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。
　（1）　施設を損傷し、又は汚損しないこと。
　（2）　指定管理者の許可なく備品、器具等を利用し、又は移動しない
　　　こと。
　（3）　騒音若しくは怒声を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及
　　　ぼす行為をしないこと。
　（4）　前 3号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反する行為を
　　　しないこと。
　（職員の立入り）
第10条　指定管理者は、市民会館の管理上必要と認めるときは、指定
　管理者の指定した職員を、利用している施設に立ち入らせることがで
　きる。
　（利用の制限）
第11条　指定管理者は、条例第 11条の規定により市民会館の利用を
　制限した場合は、野田市市民会館利用制限通知書（別記第 4号様式）
　を交付するものとする。
第12条　削除
　（平 21教委規則 2）
　（指定申請書等）
第13条　野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
　（平成 21年野田市条例第 7号。以下「手続条例」という。）第 3条の申
　請書は、野田市市民会館指定管理者指定申請書（別記第 5号様式）と
　する。
2　手続条例第 3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおり
　とする。
　（1）　定款、規約その他これらに類する書類
　（2）　法人にあっては、当該法人の登記事項証明書
　（3）　当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報
　　　告書
　（4）　当該施設の管理に関する業務の収支予算書
　（5）　その他教育委員会が必要と認める書類
　（平 20教委規則 6・平 21教委規則 2・一部改正）
　（選定等の通知）
第 14条　教育委員会は、手続条例第 4条の規定による審査をしたと
　きは、その結果を野田市市民会館指定管理者選定結果通知書（別記第
　6号様式）により通知するものとする。
2　教育委員会は、手続条例第 5条の規定により指定管理者を指定した
　ときは、野田市市民会館指定管理者指定通知書（別記第 7号様式）に
　より通知するものとする。
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（業務報告書の記載事項）
第15条　手続条例第 10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載
　しなければならない。
　（1）　市民会館の管理の実施状況及び利用状況
　（2）　市民会館の管理に係る経費の収支状況
　（3）　前2号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認めた事項
　（平 21教委規則 2・一部改正）
　（委任）
第16条　この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。

　　　　附　則
　（施行期日）
1　この規則は、平成 19年 4月 1日から施行する。ただし、次項の規
　定は、公布の日から施行する。
　（準備行為）
2　指定管理者の指定に関し必要な手続その他の行為は、この規則の施
　行前においても、第 12条から第 14条までの規定の例によりするも
　のとする。
　　　　附　則（平成19年12月28日野田市教育委員会規則第16号）
　この規則は、平成 20年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 20年 10月 1日野田市教育委員会規則第 6号）
　この規則は、平成 20年 12月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 21年 3月 31日野田市教育委員会規則第 2号）
　この規則は、平成 21年 4月 1日から施行する。
　　　　附　則（平成 23年 5月 26日野田市教育委員会規則第 6号抄）
　（施行期日）
1　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）
2　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の旧教育委員会
規則の様式の用紙については、当分の間、これを取り繕って使用するこ
とができる。
　　　　附　則 ( 平成 28年 3月 31日野田市教育委員会規則第 7号 )
　　この規則は、平成 28年 4月 1日から施行する。

　　○野田市郷土博物館資料館外利用規程

　（趣旨）
第 1条　この規程は、野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例
　施行規則（平成 18年野田市教育委員会規則第 19号）第 4条に規定す
　る野田市郷土博物館資料（以下「資料」という。）の館外利用について必
　要な事項を定めるものとする。
　（資料の館外利用の限度）
第2条　資料の館外貸出しは教育委員会の承認を得て指定管理者（野田
　市博物館の設置及び管理に関する条例（平成 18 年野田市条例第 48
　号）第 5条第 1項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）の定めた
　範囲で行うものとする。ただし、指定管理者は、資料を貸出ししたと
　きは博物館資料館外貸出し報告書（別記第 1号様式）により教育委員
　会に報告しなければならない。
　（利用者）
第3条　資料には次に掲げる教育機関及び教育団体等で教育、学術、
　文化に関する調査、研究又は普及の用に供することを目的とするもの
　に限り利用させるものとする。
　（1）　博物館
　（2）　学校及び公民館、図書館
　（3）　その他指定管理者が適当と認めたもの
　（貸出しの期間）
第4条　資料貸出しの期間は 15日以内とする。ただし、指定管理者が
　特別の事由があると認めたときは期間を延長することができる。
　（利用の手続き）
第 5条　資料の館外利用をしようとするものは博物館資料借用申込書
　（別記第 2号様式）を利用前 15日までに指定管理者に提出し、その承
　認を受けるものとする。
2　指定管理者は、前項の規定により承認した場合は、博物館資料館外
　貸出し承認通知書（別記第 3号様式）により利用者に通知するものと
　する。
3　前項に規定により承認を受けたものは博物館資料借用書（別記第 4
　号様式）を指定管理者に提出し、資料を借り受けるものとする。
　（経費の負担）
第6条　資料の館外利用に必要な経費は利用者の負担とする。
　（損害の弁償）
第 7条　利用者の責に帰すべき事由により、資料を汚損、き損又は滅
　失した場合は利用者は修理又は相当額を弁償しなければならない。
　　　　附　則
　この規程は平成 19年 4月 1日より施行する。
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野田市郷土博物館の設置及び管理に関する条例施行規則
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野田市市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則

教示

1　この処分について不服がある場合には、この処分があったことを知った日の翌日から起         

 算して3か月以内に、教育委員会に対して審査請求をすることができます。

2　この処分については、上記1の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の翌

 日から起算して 6 か月以内に、市を被告として(訴訟において市を代表する者は教育委員会

 となります。)、処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、上記1の審査請

 求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知っ

 た日の翌日から起算して6か月以内に提起することができます。

3　ただし、上記の期間が経過する前に、この処分(審査請求をした場合には、その審査請

 求に対する裁決)があった日の翌日から起算して 1 年を経過した場合は、審査請求をするこ

 とや処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があると

 きは、上記の期間やこの処分(審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決)が

 あった日の翌日から起算して 1 年を経過した後であっても審査請求をすることや処分の取

 消しの訴えを提起することが認められる場合があります。
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教示

　1　この処分について不服がある場合には、この処分があったことを知った日の翌日から起算して 3

　 か月以内に、市長に対して審査請求をすることができます。

　2　この処分については、上記 1 の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の翌日から起

　 算して 6 か月以内に、市を被告として ( 訴訟において市を代表する者は教育委員会となります。)、

　 処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、上記 1 の審査請求をした場合には、処分の 

　 取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して 6 か月以

　 内に提起することができます。

　3　ただし、上記の期間が経過する前に、この処分 ( 審査請求をした場合には、その審査請求に対す 

　 る裁決 )があった日の翌日から起算して 1年を経過した場合は、審査請求をすることや処分の取消

　 しの訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があるときは、上記の期間やこの 

　 処分(審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決)があった日の翌日から起算して1年 

　 を経過した後であっても審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することが認められる場 

　 合があります。
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野田市郷土博物館資料館外利用規程

教示

1　この処分について不服がある場合には、この処分があったことを知った日の翌日から起算して 3 か

 月以内に、教育委員会に対して審査請求をすることができます。

2　この処分については、上記 1 の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の翌日から起算

 して 6 か月以内に、市を被告として ( 訴訟において市を代表する者は教育委員会となります。)、処

 分の取消しの訴えを提起することができます。なお、上記 1 の審査請求をした場合には、処分の取消

 しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して 6 か月以内に提

 起することができます。

3　ただし、上記の期間が経過する前に、この処分 ( 審査請求をした場合には、その審査請求に対する

 裁決 ) があった日の翌日から起算して 1 年を経過した場合は、審査請求をすることや処分の取消しの

 訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があるときは、上記の期間やこの処分(審

 査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決 ) があった日の翌日から起算して 1 年を経過した

 後であっても審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することが認められる場合があります。
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３－５　施設の運営組織

　野田市郷土博物館と野田市市民会館は平成 19 年度より指定管理者であるNPO法人野田文化広場に
よって一体的に管理運営されている。NPO法人野田文化広場は平成 17 年設立（平成 17 年 5月法人格
認証）し、設立当初より「文化によるまちづくり」を掲げ、寺子屋講座、観月会、山中直治記念コンサー
トといったまちづくり事業、キャリアデザイン事業に取り組んできた。指定管理者として選定されてか
らは、従来のイベントは自主事業として継続しながら、新たに博物館企画事業委員会および博物館経営
委員会を組織し、野田市の承認を得た事業計画を元に郷土博物館・市民会館の指定管理事業の企画・実
施にあたっている。
　平成 24年度より、博物館と市民が直接対話する場を設け、市民からの意見を博物館運営の参考とす
ることを目的に、博物館懇談会を年間 2回（平成 24、25 年度までは 3回）開催している。多様な職業の
市民 5名に委員を務めていただき、博物館の事業について意見を聴き、運営の参考としている。議事録
は当館のホームページで公開している。

３－６　役員

理 事 長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事

古谷光裕
秋葉啓子
小林照男
須田敏男
染谷幸雄
中村政道
圓﨑直之

副理事長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
顧　　問

山本章裕
足立博志
下津谷達男
関根一男
髙梨綾子
土生谷博之
茂木佐平治

理事（事務局長）
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事

金山喜昭
石山啓二郎
神宮善太郎
染谷　慧
田中鐘一
皆川浩一

３－７　職員

館　　長
学 芸 員

関根一男
寺内健太郎

学 芸 員
事 務 員

柏女弘道
澁谷由梨子

学 芸 員 大貫洋介

３－８　博物館懇談会

委　　員
委　　員

生田武士
茂田井宏

委　　員
委　　員

宇佐見節子
米川幸克

委　　員 沼野秀樹

第 1回
第 2回

月　　日
11月 18 日（水）
3月 16 日（水）

内　　　　容
特別展「生誕180年　押絵師 勝文斎」について 
市民の文化活動報告展「おばあちゃん、おじいちゃん　これ、な～に？
なつかしの暮らしと道具」について 
 平成28年度事業計画について
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博物館評価（2015年度）

Ⅰ　博物館評価について
　2010 年度より、当館では事業戦略会議ワーキングチームを立ち上げて、博物館評価（自己評価）の作
業を開始した。この博物館評価は、NPOが指定管理者として管理運営をする中で、事業のみならず博
物館活動全般において、それまで行ってきたことをチェックして改善をはかるために実施している。
ワーキングチームのメンバーはNPO法人野田文化広場事務局長と学芸員 4名で、検討内容の途中経過
は随時、その間に開かれた企画事業委員会や法人の理事会で報告して意見を聴取してきた。
　博物館評価表（A3折込）は、当館の３つのミッション（13ページ）を大項目とし、これに対応するよう
にして、それぞれの具体的な目標となる中項目を設定した上でさらに具体的な評価指標の項目をあげ
た。そこに、指定管理運営となった 2007 年度以降のデータを入れ、経年的な推移を示している。また
モニタリング調査等で収集したデータを加えている。

Ⅱ   自己分析（Check）
①博物館機能を充実させる
　資料収集や調査研究等の博物館の基礎機能を充実させる。博物館の基礎機能とは、博物館の存在基盤
であるコレクションのマネジメントである。2007 年度以降、本格的なコレクションの収集、整理、保
管管理と公開に向けた準備作業を行ってきた。また、その情報を公開することも進めている。

【現状評価】
　資料収集の状況について、収蔵点数（1）に関し、新規収蔵点数は昨年度と比べ減少し、寄贈された資
料件数（2）も前年度から微減となった。収集方法は寄贈や購入を主とし、不必要な寄託が行われないよ
う留意されている (3)。資料購入はほぼ予算どおり行われ、効率的に必要な資料を購入することができ
たと考えられる（4）。また、昨年度に引き続き移管資料はなかった（5）。
　資料の保管状況について、本年度は燻蒸の実施年度であり、2月末～ 3月初めにかけて燻蒸を行った
（6）。また、粘着トラップによる収蔵庫の定期的なモニタリングを継続した（7）。虫害等は発生していな
いが、定期的な点検は不可欠であり、今後も同程度の回数を維持していく予定である。
　資料再整理業務の実施状況を表す収蔵庫での作業日数（8,9）については、昨年度同様にそれほど多い
日数でないが、これは、今までに蓄積してきた資料情報のデータベースへの入力作業に力を入れて行っ
たためである。昨年度に開設したホームページの「資料データベース」では、今年度は 131 点の資料を追
加公開し、さらに関連する人物からの検索機能と、郷土の作曲家・山中直治等 10人の人物情報を追加
した。今後も継続的に整理・入力を進め、公開数を増やしていきたい。
　学芸員の活動について、学芸員の講演回数、学芸員による館外調査の件数、館蔵資料閲覧の件数は昨
年度とほぼ同数であった（10,11,12）。新規収蔵資料の公開は引き続き企画展「野田に生きた人々　その
生活と文化」の展示スペースの半分を充てて行い受け入れ件数ベースですべて紹介をした（13）。博物館
の資料収集活動についての市民への説明責任を果たすと同時に、展示内容に変化を生み出す意味でも効
果的に機能している。資料貸出件数は例年並み（14）であるが、醤油番付や看板などの醤油関係資料の
他、ゆかりの画家・髙島野十郎の絵画が巡回展に貸し出された。当館でも 5月に収蔵品特別展示として
公開しており（22 ページ）、今後も郷土ゆかりの画家として紹介していきたい。画像の提供、利用許可
件数は昨年度からさらに増加した（15）。これは、市民会館をコスプレ撮影で利用する若者が急速に増
え、和室や庭園を背景とした写真を撮影し、SNS 等にアップするための利用申し込みが増えたためで
ある。

96



【改善を要する点等】
　前年度より引き続き良好に経過していると思われる。

②利用者サービスを図る
　すべての利用者に開かれた博物館として、幅広い層の人びとが来館することを目指している。そのた
めに、公共施設としての基本的な機能を維持し、さらに館内施設の充実や利用者・関係者の満足度やニー
ズを把握して質の高い市民サービスを提供することを心掛けてきた。

【現状評価】
　博物館、市民会館ともに通常ベースの開館日数であった（16,17）。博物館の総入館者数と 1日平均入
館者数はやや減少したが、ここ数年、総入館者数約 3万人、1日平均約 110 人で推移しており、今後
もこの数値を大きく割り込まないことが求められよう（18,19）。リピーター率は昨年度に比べて上昇し
た（20）が、これまで初めて博物館を利用した「新規来館市民の割合」は昨年並みであった（37）。
　市民会館の方では、総入館者数（21）と 1日平均入館者数（22）は昨年よりも減少したが、貸部屋利用
団体数（24,25）は昨年度とほぼ同数であった。例年に比べて市外団体の利用（25）が著しく増えているの
は、コスプレ撮影の利用が今年から急速に増え、市外からやってくる若者が増えたためである。貸部屋
稼働率は昨年度とほぼ同数であった（23）。
　来館者が利用に満足しているかどうかのチェックである、展覧会の満足度、施設の雰囲気や居心地に
対する満足度はいずれも微増した（26,27）。展覧会の満足度については、白黒アート展、押絵展、なつ
かしの道具展が 90ポイントを超え、これまでで最も高い数値となった。
　職員・スタッフの対応を受けた来館者の割合（29）は増加したが、対応の満足度は昨年と同程度であっ
た（30）。
　博物館刊行物の販売（32）は、特別展図録『押絵師　勝文斎』が非常に好調な売れ行きを示した。刊行物
以外の品物の売り上げは一昨年度と同程度となった（33）。今年度は特別展で取り上げた押絵行灯が歌舞
伎を題材としていることから、関連グッズとして、「ドグウのミミーマグネット」（歌舞伎 ver.）を作成し、
展覧会会期限定で販売を行った。
【改善を要する点等】
　前年度より引き続き良好に経過していると思われる。市民会館の市外利用団体が増えているのは市民
会館の魅力が市外にも伝わっていることであり、喜ばしい事であると同時に、新規利用者層が増えてき
ているということでもあるため、登録文化財であることに配慮した施設利用について、利用者に丁寧に
説明をしていく必要があろう。

③ 市民の交流の拠点にする
　市内の様々なコミュニティに属する団体と広く連携をし、博物館がコミュニケーションの推進役となるこ
とで、地域の活性化・まちづくりに繋げていくことを目指してきた。

【現状評価】
　交流事業の総参加者数は、昭和歌謡のコンサートに非常に多くの来場者があったため、昨年度よりも
増加した（38）。さまざまなコミュニティとの連携（39～ 43）では、件数はそれほど多くないがバランス
よく新規の連携関係を得ることができた。本年度新たに関係のあった団体の具体的な概要は表１のとお
りである。小学校 3年生の「昔のくらし」の単元での小学校団体見学は今年度も変わらず多く、火のしや
電話機などを活用した体験が好評を博している。また、昨年度に引き続き 6年生のキャリア教育で学芸
員の仕事について話す機会をいただいた。
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④市民や市役所との意思疎通を図る
　博物館職員と市民とが対等にコミュニケーションをすること、担当課である社会教育課との意思疎通
をスムーズに行い、円滑な博物館運営につなげることを目指してきた。

【現状評価】
　博物館と市民との交流の場となっている特別展オープニングレセプションは、今年度も展示協力者も
含め、一定数の参加を得ることができた（46）。また、昨年度より年2回の開催とした博物館懇談会では、
市民委員 5名に向けて展示等の事業報告や事業計画について説明をし、いずれの回も有益なご指摘を
いただいた（47）。次に行政（本庁）と博物館との関係について、市長、副市長、教育長の来館回数（49）
は昨年度と同程度であり、博物館職員の訪庁回数（50）は増加したが市職員の来館回数（48）は減少した。
【改善を要する点等】
　館職員の訪庁と市職員の来館については、円滑な意思疎通をするために必要なことであるため、引き
続き日常的なコミュニケーションを大切にしていきたい。

【改善を要する点等】
　例年の課題であった各種団体
（農・商工・医療福祉）との連携
（41）については、寺子屋講座にお
いて点訳の会やデイサービスに講
師を依頼するなどして福祉関係と
の連携を図った。また、小学校団体
見学はまだ来館したことが無い学
校に来てもらうことと同時に、継
続して来館してもらえるよう努め
ていきたい。
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2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

小中高
大
各種団体
市民団体
行政

2013年度 2014年度

（件） 70

2015年度

コミュニティ
の種別

小中高専
各種（福祉）
各種（福祉）
各種（その他）
各種（その他）

行政
行政

団体・グループ名

柏市立花野井小学校 3年生
点訳の会
株式会社トータルサポート・ノダ
くもきり草の会
発酵文化メガロポリス推進活動プロジェクト
さいたま市大宮盆栽美術館
久喜市教育委員会文化財保護課

内容

小学校見学
寺子屋講師
寺子屋講師
寺子屋講師
寺子屋協力
寺子屋講師
寺子屋講師

表 1　新たに連携をした団体・グループ（2015年度）
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⑤博物館の活動を広める
　情報発信をし、市民が博物館の情報を入手しやすい環境を作ってきた。また、メディアに取り上げて
もらうことによって、博物館や野田の魅力の向上に努めてきた。

【現状評価】
　TV、雑誌、新聞掲載、ロケ地としての利用回数は一昨年度と同程度であった（51,52,53）。新聞は例
年どおり展覧会に対する取材が多かった。ホームページは、セッション数がさらに増加した（54）。昨年
度新たに設けた資料データベースのページは、今後もデータの追加を行い充実を図っていく予定であ
る。また、昨年度発行した博物館と市民会館の両施設を合わせたパンフレットは利用者の好評を博して
いる。
【改善を要する点等】
　全体的に順調に推移していると思われる。

⑥市民のキャリアデザインに貢献する
　市民が、キャリアデザイン事業に関心をもって参加することを目指した。また、ライフキャリアの各
段階に応じた支援をすることで、市民が、学習目標の達成、キャリアの再設計、社会参加や地域貢献へ
つなげていけるようにした。

【現状評価】
　市民参加型企画展の平均入館者数（55）、寺子屋講座の平均参加者数（56）、キャリアデザイン事業の
平均参加者数（57）、モニタリング調査で計測している親子、3世代来館の割合（58）、キャリアデザイ
ンの拠点機能の既知（59）はいずれも昨年度と同程度かわずかに減少した。
　11 名で活動している博物館ボランティアは、博物館開館日 273 日中、実際の業務従事日は 234 日
（63 ページ参照）となり、昨年度に引き続き有人日は 8割を超えた。来館者への対応も引き続き好評を
得ており、展示アンケート（44～ 47 ページ参照）やモニタリング調査（30）からもうかがうことができ
る。
【改善を要する点等】
　自主調査研究グループにおいては、3月に新たなグループが立ち上がった（60,61）。今後の安定した
活動に向けてサポートを行っていきたい。人材バンクについては、引き続き有効な活用を図れるような
体制づくりを検討していきたい（65）。
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2007年度
16,673点
10件
1件

18件／960,905円
0件
1回
－
－

－
2件
－
－
－

2件
9件
284日
316日
22,642人
79.7人
46.1%

4,844人※2,3月のみ

146.8人※2,3月のみ

84.8%
603件
1件
90.2 pt
85.9 pt
－
－
－
－

326冊
－
－
－
－
－

560人／6回

10件

3件

4件

4件

2件

－
－

2008年度
18,014点
96件
13件

11件／137,870円
5件
0回
－
－

－
10件
－
－
－

4件
11件
231日
312日
23,977人
103.8人
47.9%
42,701人

136.9人
91.3%
758件
13件
89.1 pt
84.3 pt
－
－
－
－

284冊
－
－
－
－
－

332人／3回

16件

3件
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－
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2009年度
19,750点
156件
0件

7件／880,288円
63件
1回
14回
－

－
11件
63件
11件
－

7件
14件
249日
311日
24,168人
97.1人
36.8%
43,741人

140.6人
93.6%
804件
17件
86.5 pt
86 pt
－
－
－
－

713冊
－
－
－
－
－

303人／3回

22件

7件

41件

17件

4件

－
－

2010年度
20,762点
84件
4件

26件/487,230円
4件
0回
15回
－

－
8件
73件
48件
－

7件
19件
254日
265日
28,583人
112.5人
44.0%
44,575人

168.2人
97.0%
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28件
87.3 pt
84.9 pt
－
－
－
－
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－
－
－
－
－

173人／2回

27件

9件

44件
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－
－

2011年度
21,901点
102件
1件

47件/949,090円
4件
1回
15回
－

－
16件
79件
35件
100％

4件
25件
273日
311日
29,868人
109.4人
50.3％
44,508人

143.1人
93.6％
962件
32件
88.1 pt
86.7 pt
86.7 pt
84.6％
93.7pt
9件

541冊
356,620円
68.9 pt
85.2 pt
10回
13.6％

227人／3回

31件

9件

54件

27件

12件

52.3％
2,700枚

2012年度
22,227点
179件
2件

33件/828,200円
0件
0回
9回
33日

13日
9件
75件
35件
100%

7件
28件
269日
308日
29,753人
110.6人
52.2%
47,114人

153.0人
96.4%
933件
30件
85.4pt
84.4pt
ー
85.8%
90.9pt
9件

685冊
351,153円
86.9pt
82.5pt
5回
15.7%

240人／2回

36件

9件

55件

33件

14件

43.5%
－

凡例
当館蔵の資料総数。1件に複数点の資料が含まれる場合、点で計上。
当該年度に市民等から寄贈された資料数。資料台帳に登録された件数で計上。
当該年度に寄託された資料数。資料台帳に登録された件数で計上。寄託資料のた
め、所有者に返却することで数が減じた場合は-で相殺する。
当該年度に購入した資料数。資料台帳に登録された件数／購入総額を記載。
当該年度に移管された資料数。資料台帳に登録された件数で計上。
収蔵庫内の燻蒸の実施回数。隔年で実施。
展示室と収蔵庫に設置している虫害検査用粘着トラップの点検回数。
本館収蔵庫に入庫し、清掃や整理等、資料整理（再整理含む）に関する作業を行っ
た日数。
上花輪収蔵庫に行き、資料整理等の作業を行った日数。
学芸員が業務内および業務外で講師等をつとめた件数。
学芸員が展覧会や資料調査等の目的で、館外で調査を行った件数。
展示をしていない館蔵資料に対して閲覧申請を受け、対応をした件数。
前々年度と前年度に寄贈、寄託、購入により収集した資料を、展示や特別公開
等の手段で一般公開した割合。寄贈者数をベースに計上（複数点ある“資料群” を
収集した場合はそのうちの1点以上を公開）。また、調査参考目的で収集した資
料（古書籍等）は対象外とする。
他機関への博物館資料等の貸出件数。
他機関への画像（ポジ、データ）等の提供や申請者が撮影した写真の利用許可件数。
火曜日・年末年始などの定期休館日、整備工事、展示替えやイベント等に伴う臨
時休館日を除いた、年間の開館日数。
博物館開館日の入館者数。入り口のカウンタで計上。
博物館開館日の入館者数を開館日でならしたもの。
年間の展覧会アンケート回収枚数のうち、来館回数が2回目以上とした回答の割合。
市民会館開館日の入館者数。正面玄関と内玄関の2箇所の入り口のカウンタで計
上。
市民会館開館日の入館者数を開館日でならしたもの。
市民会館の開館日のうち、貸部屋が利用された日の割合。
貸部屋申込団体のうち、市内の団体あるいは在住者が申し込み、利用した件数。
貸部屋申込団体のうち、市外の団体あるいは在住者が申し込み、利用した件数。
展覧会アンケートの該当項目を点数化（※1）したもの。
展覧会アンケートの該当項目を点数化したもの。
市民会館利用者アンケート（※２）の総合的満足度を点数化したもの。
モニタリング調査（※３）の該当項目より計上。
モニタリング調査の該当項目を点数化したもの。
当館職員、博物館ボランティアが、車椅子での移動（段差部分等）の介助、筆談
等で見学を補助した件数。
博物館発行の図録や書籍の販売冊数の合計。委託書籍は含まない。
書籍以外のグッズ類販売（自主事業）の売り上げ。
モニタリング調査の該当項目を点数化したもの。
モニタリング調査の該当項目を点数化したもの。
学芸員が市民つどいの間を清掃した回数。定期的な（日々の）清掃を除く。
モニタリング調査において、市内在住かつ初来館であると回答した利用者の割合。

「観月会」「ミュージアム・コンサート」、その他セレモニーなどの参加者総数。
交流事業に分類されている事業のうち、学校見学対応は含まない。
市内外の学校との連携の累積件数（※４） 。見学会、職場体験、学芸員による講
演や出張授業、学校（クラブ）によるレセプションへの出演など。
大学との連携の累積件数。特別展のための合同調査、インターン受入、学芸員に
よる講義、学生のスタッフ業務など。
各種団体との連携の累積件数。団体代表者への寺子屋講師依頼、学芸員による
講演、展覧会や事業への協力など。
市民団体との連携の累積件数。市民団体とは、市民が文化活動、NPO、ボランティ
ア（農・商工・医療福祉以外の分野）の活動を行う団体。
学校以外の公共機関（公共博物館を含む）や行政機関との連携の累積件数。事業
共催、展覧会協力、行政職員への寺子屋講師依頼、学芸員による講演など。
モニタリング調査の該当項目より計上。
野田散策MAP「土産物編」の印刷枚数。なお印刷したものはすべて当館内で配
布している。

評価指標
資料収蔵点数
寄贈された資料件数
寄託された資料件数

購入した資料件数
移管された資料件数
燻蒸回数
収蔵庫、展示室ケース内の粘着トラップの点検回数
本館収蔵庫での作業日数

上花輪収蔵庫での作業日数
学芸員の講演・講座等の講師件数
学芸員による館外調査の件数
館蔵資料閲覧の件数
過去2年間の新規収蔵資料の展示公開割合

他機関への資料貸出件数
他機関等への画像の提供、利用許可件数
博物館開館日数
市民会館開館日数
博物館入館者数
博物館1日平均入館者数
特別展・企画展の平均リピーター率
市民会館の入館者数

市民会館1日平均入館者数
市民会館貸部屋稼働率
市民会館の貸部屋利用団体数（市内）
市民会館の貸部屋利用団体数（市外）
特別展・企画展の平均満足度
博物館の雰囲気、居心地に対する満足度
貸部屋利用者満足度
職員・スタッフの対応を受けた来館者の割合
職員・スタッフの対応を受けた来館者の対応満足度
しょうがい者、高齢者等で、見学に補助が必要な方へ
の対応件数
博物館刊行物の販売冊数
刊行物以外の品物の売り上げ
駅からのアクセス満足度
自家用車によるアクセス満足度
学芸員による市民つどいの間の清掃の回数
新規来館市民の割合

交流事業の参加者総数

小学校、中学校、高校、専門学校との連携件数

大学との連携件数

各種団体（農・商工・医療福祉）との連携件数

市民団体との連携件数

行政との連携件数

当館のまちづくりの拠点機能を知っている市民の割合
土産物マップの印刷枚数

小項目

資料の収集を
行えているか

資料の保管状況は良好か

収蔵資料は利用・公開し
やすいよう整理が進めら

れているか
学芸員は調査研究発表を

行っているか

収蔵資料を
公開しているか

開館日数は十分か

施設の利用者数は
保たれているか

来館者は利用に
満足しているか

ミュージアム・ショップ
は機能しているか

博物館・市民会館へ利用
者は迷わず来られるか
清潔さは保たれているか
これまで博物館を利用して
こなかった市民に利用され
るようになっているか

施設が市民の交流と
連携の場（ハブ）の
役目を果たしているか

地域産業のPRになる
取り組みをしているか

中項目

①博物館機能
を充実させる

②利用者サー
ビスを図る

③市民の交流
の拠点にする
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2013年度
22,625点
98件
0件

16件/804,550円
0件
1回
4回
13日

18日
5件
86件
20件
100%

4件
47件
264日
309日
31,328人
118.7人
54.2%
46,276人

149.8人
96.1%
986件
36件
89.4pt
87.4pt
－
86.8%
90.1pt
1件

543冊
93,080円
－
－
5回
21.1%

170人／2回

41件

10件

57件

44件

15件

－
－

2014年度
22,907点
98件
0件

42件/666,650円
0件
0回
10回
11日

20日
7件
29件
20件
100%

5件
82件
273日
311日
32,164人
117.8人
46.6%
50,660人

162.9人
96.8%
1,024件
42件
91pt
89pt
85.8pt
82.5%
90pt
4件

670冊
151,183円
－
－
5回
13.9%

279人／3回

43件

10件

61件

50件

18件

49%
2,070枚

2015年度
23,072点
81件
0件

20件/886,970円
0件
1回
10回
37日

19日
6件
33件
18件
100%

5件
107件
273日
312日
29,789人
109.1人
52.2%
44,699人

143.3人
95.8%
939件
110件
92pt
90.5pt
－
88.4%
89.5pt
5件

613冊
104,579円
－
－
4回
12.8%

320人／3回

44件

10件

64件

51件

20件

46%
1,800枚



2007年度
12人
－
195回
12回
－
11件

11件
0回

－

5,404人

21人

9人

－
－

4件
－
1件

2008年度
50人
－
76回
2回
－
9件

22件
1回

40,522件

4,909人

16人

19人

－
－

2回
2件
－
1件

2009年度
80人
－
70回
6回
－
8件

14件
1回

56,828件

5,969人

16人

13人

－
－

16回
4件
－
1件

168人

2010年度
45人
－
107回
6回
－
8件

18件
3回

61,531件

8,510人

16人

14人

－
－

22回
8件
137件
2件

348人

2011年度
55人
－
123回
16回
167回
8件

14件
1回

52,021件

8,113人

20人

9人

8.2％
46.4％

32回
6件
154件
2件

480人

2012年度
38人
3回
194回
12回
188回
6件

10件
1回

50,807件
※4月～2月まで

8,475人

17人

16人

15.4%
38.9%

43回
7件
170件
2件

449人

凡例
特別展の初日に行われるオープニングレセプションへの参加者数。
博物館評価の一環として市民から博物館へ意見をもらう懇談会の開催回数。
日々の業務の中で市職員が来館した回数。館務日誌から計上。
公式・非公式を問わず来館した回数。
当館職員が業務のため市役所を訪問した回数。
TVのニュースや特集番組で当館及び当館事業が紹介された件数。ケーブルテ
レビを含む。
新聞で当館及び当館事業が紹介された件数。
市民会館が CMや映画等のロケ地として使用された回数。実績は TVドラマ、
TVCM、CDジャケット撮影、雑誌撮影など。非商用の撮影利用は含まない。
ホームページのリニューアルによりカウント方法が変更（※５）。ホームページ
管理業務委託者より提出される月例報告を元としたセッション数。ユーザーがサ
イトに訪れた回数で、30分以内の同一ユーザーの再訪問はカウントされない。
「市民コレクション展」「市民の文化活動報告展」「市民公募展」「市民アート展」
など市民参加型企画展開催時の博物館入館者数合計を、企画展開催回数でなら
したもの。
寺子屋講座「まちの仕事人講話」と「芸道文化講座」の参加者数合計を開催回数
でならしたもの。受付簿を元に計上。
「自主調査研究グループ育成連続講座」「キャリアデザイン連続講座」「キャリアデ
ザイン講演会」「ワークショップ」「親と子の茶道講座」の参加者数を開催回数で
ならしたもの。受付簿を元に計上。連続講座の場合は延べ回数＋延べ人数で計上。
モニタリング調査において、親子あるいは3世代で来館したと回答した利用者の割合。
モニタリング調査の該当項目より計上。

講座後、自主調査研究グループ結成の呼びかけに応じて参加した修了者の人数。
結成年度以降は当該年度末時点の会員数。（　）内は、当該年度に新たにメンバー
に加わった人数。
農具の自主調査研究グループが活動した回数。博物館で把握している活動を計上。
これまで発足した自主調査研究グループの活動実施回数の合計。

人材バンクに登録された人数。
人材バンクを閲覧、あるいは職員が人材バンク情報を利用して人材を仲介した
件数。
博物館ボランティアの通常業務、および月例の連絡会、研修会への参加人数。
ボランティアの出勤簿を元に計上。

評価指標
特別展オープニングレセプションの参加者数
博物館懇談会の回数
市職員の来館回数
市長、副市長、教育長の来館回数
博物館職員の訪庁回数
TVで博物館が取り上げられた件数

新聞で博物館が取り上げられた件数
ロケ地としての利用回数

ウェブサイトのアクセス件数

市民参加型企画展（年1～2回）の平均入館者数

寺子屋講座（年22～24回）の平均参加者数

キャリアデザイン事業（講座関係）（年7～ 10回）の平
均参加者数

親子、3世代来館の割合
「市民のキャリアデザインの拠点」機能を知っている来
館者の割合
2015年度自主調査研究グループ（農具）の人数

2015年度自主調査研究グループ（農具）の活動回数
自主研究グループの活動実施回数合計
事業参加者のうち寺子屋講師を務めた人の件数
人材バンク登録件数
人材バンク閲覧件数

博物館ボランティアの活動延べ人数

小項目
博物館は市民と意思疎通
する機会を設けているか

行政は博物館・市民会館
に関心を向けているか

情報を発信しているか

市民が関心をもち、
事業参加しているか

市民がキャリアの
ステップアップを
図っているか

中項目

④市民や市役
所との意思疎
通を図る

⑤博物館の活
動を広める

⑥市民のキャ
リアデザイン
に貢献する

46
47
48
49
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51

52
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2013年度
46人
3回
223回
18回
138回
3件

10件
2回

16,343件

7,987人

20人

18人

7.3%
－

43回
4件
190件
0件

549人

2014年度
35人
2回
82回
6回
171回
6件

17件
8回

22,050件

7,872人

20人

15人

6.7%
47.1%

18回
6件
212件
0件

560人

2015年度
30人
2回
57回
7回
219回
4件

14件
4回

28,510件

7,658人

18人

11人

5.3%
38%

3人
（うち新規0人）

1回
1回
1件
233件
1件

570人

※１　展覧会アンケートの4段階の選択肢の上位から100（大変よかった）、75（まずまずよかった）、25（あまりよくなかった）、
　　　0（悪かった）ポイント（pt）を付与し、当該項目回答者総数で除して算出した点数。
※２　市民会館の頻繁な利用者（おおむね月2回以上利用する団体のメンバー）に直接アンケートを手渡して回収。2007年～2010
　　　年度非実施。2011年度回収枚数66枚。2012年度、2013年度非実施。2014年度回収枚数98枚。2015年度非実施。
※３　開館日から無作為に抽出した 10日、9時～17時の間、当館入口（門 2か所）から出てくる利用者全員を対象に（団体等複数人
　　　の場合はその内の 1名）対面式 (インタビュー形式）の調査。2011年度より実施。2011年度回収枚数 306枚。2012年度回収
　　　枚数266枚。2013年度回収枚数262枚。2014年度回収枚数164枚。2015年度回収枚数150枚。
※４　市民個人ではなく、市内コミュニティ（団体や組織）との「つながり」が出来たものを1件として累積計上。資料調査、講演協力、
　　　団体や組織としてのイベント参加及び協力、施設管理に関わるもの等を含む。
※５  2013年４月１日にリニューアルしたホームページを公開。それに伴いアクセス解析のソフトも webalizerから
　　　Google Analyticsに変更になり指標も変わった。2013年度を境にアクセス解析の指標の数字が大幅に下がっているのは、ソ
　　　フトの計測方法の違いによるものである。

2014年度年報紀要に公表した数値のうち、「62．自主研究グループの活動実施回数合計」は集計に誤りがあり、このたび修正した数
値を掲載いたしました。お詫びして訂正いたします。

：該当する事業が開始されていない年　　－：データがない年


